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第１章 三番瀬再生計画に関する施策についての基本的な方針 
 
第 1節 背景（歴史・現状） 
・東京湾の埋立てによる干潟･浅海域の減少 
・自然の再生、保全の必要性の認識（自然との共生） 
・東京湾に残された三番瀬の意義（生物多様性、豊かな漁場、渡り鳥の中継地、都市内の

水辺） 
・千葉県の埋立て中止 
・円卓会議の発足と再生計画案の提出 
・再生の目指すもの 
 
第 2節 計画区域 
・1800ヘクタールの干潟・浅海域を中心に再生事業を実施する区域 
・地元市の市域 
・〔交流区域〕を設定 
第 3節 再生の目標 
・生物多様性の確保を通じて自然と共生する社会の実現を図り、あわせて現在及び将来の

県民の健康で文化的な生活の確保に寄与する｡ 
〔2つの理念：三番瀬の自然再生、人と自然との共生〕 
１ 生物多様性の回復        
２ 海と陸との連続性の回復 
３ 環境の持続性及び回復力の確保  
４ 漁場の生産力の回復 
５ 人と自然とのふれあいの確保 
 
第４節 三番瀬とネットワークを形成するための広域的な取組 
・河川流域及び東京湾といった自治体を超えた広域の取組を行うため、関係自治体、地

域住民等と交流連携を推進し、これまで以上に主体的な役割を担う。 
 
第５節 再生にあたっての留意点 
１ 科学的知見に基づく順応的管理 
２ 漁業者の経験的知見の活用 
３ 予防的な態度 
４ 協働原則 
５ 賢明な利用の原則（ワイズユース） 
 
 

第２章 三番瀬再生計画で講ずべき施策 
１ 干潟・浅海域  
２ 生態系・鳥類 
３ 漁業           
４ 水・底質環境 
５ 海と陸との連続性・護岸 
６ 三番瀬に向き合う街づくり・景観 
７ 海や浜辺の利用      
８ 環境学習・教育 
９ 維持･管理        
10 制度的担保 
11 広報 
12 三番瀬とネットワークを形成するための広域的な取組
 

 事業計画（素案）（2005年版） 

 
第１章 干潟・浅海域 
 
第２章 生態系・鳥類 
 
第３章 漁業 
    ・漁場の再生調査 
    ・市川漁港の検討 
第４章 水・底質環境 
 
第５章 海と陸との連続性・護岸 
    ・市川市塩浜護岸の検討 
第 6章 三番瀬に向き合う街づくり・景観 
 
第７章 海や浜辺の利用 
 
第８章 環境学習・教育 
    ・環境学習の検討 
第９章 維持･管理 
    ・科学的な調査の継続・充実（自然環境のデ

ータベース構築、モニタリング､再生に係

る模擬実験調査） 
第 10章 制度的担保 
    ・ラムサール条約 
第 11章 広報 
 
第 12 章 三番瀬とネットワークを形成するための広

域的な取組 
 
第 13章 パイロット事業 

基本計画（素案） 

第３章 三番瀬再生計画を推進するために必

要な事項 
 
１ 推進体制 
２ 県民参加、県民主導型事業の実施 
３ 国、県、市の連携 
４ 環境調査の実施 
５ 科学的な調査の継続･充実 
６ 許認可等における配慮 
７ 評価基準（指標） 
８ 事業計画の見直し 
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